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多摩美術大学と産学共同研究契約を締結

大東建託創業５０周年に向け、次世代賃貸住宅のプロトタイプ開発をスタート

２０２２年７月１４日

【産学連携】

大東建託株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：小林克満）は、７月４日、学校法人多摩美術大学

（本部：東京都世田谷区、理事長：青柳正規、多摩美術大学学長：建畠晢、以下多摩美術大学）と“次世代の

ライフスタイルをカタチにする”をキーコンセプトに、次世代賃貸住宅のプロトタイプ開発のため産学共同

研究契約を締結しました。

■ 共同研究の目的

７月４日締結式の様子（左：大東建託株式会

社 取締役 舘 正文、右：学校法人多摩美術

大学 理事 教務部長 和田 達也教授）

研究名 ： 次世代賃貸住宅のプロトタイプの研究

期間 ： ２０２２年６月１日 から ２０２３年３月３１日 まで

概要 ： 大東建託が２０２４年に迎える創業５０周年に際し、記念商品となる「次世代賃貸住宅

概要 ： のプロトタイプ」を、次世代の賃貸ユーザーとなる学生とともに共同開発する。

参加者 ： 環境デザイン学科、生産デザイン学科プロダクトデザイン専攻、グラフィックデザイン

参加者 ： 学科、芸術学科の学生計３８名

今後の予定 ： ２０２３年４月以降発表予定

■ 共同研究 概要

当社は、２０２４年６月に創業５０年を迎えます。本共同研

究では、次世代の賃貸住宅ユーザーとなる学生のみなさ

んの視点や価値観で、５０周年を迎える当社のこれまでの

賃貸住宅の概念やニーズに対する認識をアップデート。プ

ロトタイプ開発を通じて、次世代賃貸住宅商品のリリース

につなげていくことを目的としています。

本共同研究に至った背景には、近年の新型コロナウイルス

感染症の流行により、働き方や暮らし方などライフスタイ

ルが多様化する中、住宅の仕様や機能にも変化が求めら

れていることが挙げられます。次世代賃貸住宅とは、そう

したニーズを捉え、これからの時代に暮らす生活者に寄り

添い、より快適な住環境の実現を目指すものです。

当社は、本共同研究を通じて未来の賃貸住宅のカタチを

追求していきます。
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